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1．はじめに 

 ASR によりひび割れが発生したコンクリートを一軸圧縮した場合，ひび割れの影響で健全なコンクリート

と比べ異なる変形性状を示し，弾性係数は小さくなる。本研究では室内試験にて ASR により膨張した角柱供

試体を用い，内部ひび割れの観察とデジタル画像相関法を用いて，一軸圧縮応力下におけるひずみ分布につ

いて考察を行った。 

2．使用材料 

セメントには普通ポルトランドセメント（密度 3.16g/cm3），細骨材には海砂（表乾密度 2.58g/cm3），粗

骨材には反応性骨材である安山岩砕石（表乾密度 2.67 g/cm3）を用いた。なお，この粗骨材は JIS A 1145「骨

材のアルカリシリカ反応性試験（化学法）」の結果，アルカリ濃度減少量 Rc は 215mmol/l，溶解シリカ量

Sc は 526mmol/l であり，「無害でない」と判定されたものである。また等価 Na2O 量が 8kg/m3となるよう，

練混ぜ水に NaCl 試薬を添加し，供試体寸法は 100×200×200mm の角柱供試体とした。材齢 28 日まで 20℃で

湿布養生したのち，40℃，100%R.H.の条件にて促進養生を行った。コンクリートの配合を表-1に示す。 

3．実験方法 

 材齢 28 日を膨張量の初期値（0μ）とし，設定した膨張量（100μ，300μ，500μ，1000μ，1500μ，2000μ）に

達した時点で供試体を 100×100×200mm に切断した。一方は圧縮載荷試験を行うと同時に切断面に対しデジ

タル画像相関法を適用し，他方は切断面に蛍光樹脂含浸を適用し，内部ひび割れの観察を行った。 

4．実験結果と考察 

 (1) ひび割れ観察結果 

 図-1 に ASR による膨張量と，内部ひび割れ密度の関係を示

す。内部ひび割れ計測では，蛍光樹脂含浸により目視可能であ

った 0.04mm 以上のひび割れ総延長を計測した。内部ひび割れ

は 100μにおいてわずかなひび割れしか確認できなかった。500μ

においては微細ひび割れが粗骨材内部およびモルタル部分に多

く発生していた。2000μ になると幅 0.25mm のひび割れが確認

でき，粗骨材内部およびモルタル部分に多くのひび割れが発生

していることが確認された。ひび割れ密度は 500μ において大

幅に増加し，その後 2000μまで増加傾向が確認できた。 

(2) デジタル画像相関法によるひずみ分布の観察結果 

デジタル画像相関法とは，デジタルカメラにて対象物を撮影し，変形前後のそれぞれの画像を解析するこ

とによって面的な変形状況を求める手法である。ここで，垂直方向に対する変形を縦ひずみ，水平方向に対

する変形を横ひずみと定義した。 

図-2 に，角柱供試体（0μ，500μ，2000μ）の最大応力時における縦ひずみ（上段）と横ひずみ（下段）の

分布を示す。プラス側を引張応力，マイナス側を圧縮応力とした。また同図に粗骨材（黒色）と ASR による

表-1 コンクリートの配合 

 
図-1 膨張量と内部ひび割れ密度の関係 

水 セメント 細骨材 粗骨材 AE減水剤(g/m3) AE剤(ml/m3)
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